
現
地
の
様
子
報
告

　
洪
水
、
土
砂
崩
れ
で
二
百

人
を
超
え
る
死
者
が
出
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
ラ
ウ
ェ
シ

島
で
、
被
災
者
支
援
に
当
た

っ
た
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山

市
楢
津
）
の
看
護
師
小
堀
他

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
砂
崩
れ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
調
整
員
ら

律
子
さ
ん
（
四
四
）
と
調
整
員
山

上
正
道
さ
ん
孚
ハ
）
日
い
ず
れ

も
岡
山
市
＝
が
Ｅ
日
、
帰
国

会
見
を
同
市
内
で
開
き
、
現

地
の
様
子
や
活
動
状
況
を
報

告
し
た
。

　
二
人
は
間
島
に
あ
る
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の

要
請
を
受
け
、
六
月
二
十
三

日
に
岡
山
を
出
発
。
最
も
被

害
の
大
き
か
っ
た
南

部
の
シ
ン
ジ
ャ
イ
県

で
現
地
の
災
害
対
策

本
部
と
連
携
し
、
洪

水
で
橋
や
家
が
押
し

流
さ
れ
た
り
、
土
砂

洪
水
、
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
た
ス
ラ
ウ
ェ

シ
島
で
の
活
動
状
況

を
報
告
す
る
小
堀
さ

ん
（
右
）
七
山
上
さ

ん
（
中
央
）

崩
れ
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
る

な
ど
し
た
山
岳
部
の
村
の
遜

難
所
を
訪
れ
た
。
仮
設
テ
ン

ト
で
約
五
日
間
、
同
支
部
の

医
師
ら
と
巡
回
診
療
を
展
開

し
な
が
ら
、
感
染
症
予
防
の

衛
生
教
育
も
行
っ
た
。

　
小
堀
さ
ん
は
「
高
血
圧
の

人
や
、
下
痢
の
症
状
を
訴
え

る
子
ど
も
が
多
か
っ
た
。
避

難
所
に
ト
イ
レ
が
Ｉ
つ
し
か

な
い
な
ど
不
衛
生
な
面
は
あ

っ
た
が
、
感
染
症
の
心
配
は

な
さ
そ
う
だ
」
。
山
上
さ
ん

は
「
現
地
の
災
害
対
策
本
部

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
早
く

正
確
な
情
報
を
得
て
、
迅
速

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め

ば
復
興
は
早
い
と
思
う
」
と

述
べ
た
。
（
長
安
亜
矢
子
）
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